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研究概要

1)旧世界ザル,特にマカクに関する形態学的

研究

岩本光雄

スラウェシマカクの種分化,進化を解明する形

態学的研究を,渡辺毅(椙山女学園大学),浜田

扱く日本モンキーセンター),パンパン･ス.)≡

プロト(インドネシア共和国ボゴール農科大学 ),

他と共に進めた｡前年度実施した文部省科学研究

費補助金(海外学術調査)による現地調査 ･研究

の取りまとめである｡

ニホンザルに関しては,現生ニホンザルの皮膚

隆線系の分析と,若干の化石の観察 ･検討を進め

た｡今後,これらの形態学的側面から,ニホンザ

ルの時代的変化と地域的変異について考察を加え

たいと予定している｡

2)詔長持のロコモーションと運動器の研究

木村 賛

現生正長獄のロコモーションと運動器の比較研

究を行っている｡これを通してのヒトの進化過程

の検討が行われている｡この研究の一部は共同利

用研究計画研究 ｢運動器からみた詔長規の系統発

生｣とも開運している｡

(け チンパンジーロコモーションの個体発達

チンパンジーのロコモーション,特に平地二足

歩行の個体発達の運動力学的測定を行っている｡

現在3頭のチンパンジーの縦断的観察が行われて

いる｡本年度は特にテレメータによる加速度測定

を行い,重心移動についての検討を行った｡

(")四肢躯幹骨の発達

骨の個体発達について調べるため,まずニホン

ザルの骨端線の閉鎖についての基準を作成してい

る｡200体以上の年齢既知の個体の発選を調べて,

性差,亜種差についての知見をえた｡この研究は

浜田槌(日本モンキーセンター)との共同研究で

ある｡

QiD 関節運動の力学的検討

後肢関節の可動域と力学特性を測定し,ロコモ

-ションと関連して検討を行っている｡本年度は

テナガザル4頭.クモザル1頭の生体においてRrJ

定を行い,特に膝関節可動域の考察を行った｡こ

の研究は共同利用研究員山崎信5,遠藤博史(顔

応大学),岡田守彦,森本光彦(筑波大学 )との

共同研究である｡

3)霊長類頭蓋骨の形態学的研究

毛利俊雄

ニホンザルの舌下神経管の分割状態について,

｢ヒトの非計測形質｣研究班会議で発表した｡串

島のニホンザルの頭骨を観察し,多くの非計測形

質,特に鼻骨周辺の縫合などでは,ほとんど画一

的といってもよいほど変異が少ないことを兄いだ

した｡東滋,小林秀司,高井正成とともにヤク(

ニホン)ザルの骨格を収集した｡

正準判別分析を用いて新世界ザルの頭骨計測値

の眉間比較を行ったところ,新世界ザルの伝統的

な二分法とローゼンバーガーによる二分法は正準

変量1,2の.Rキャタグラム上で互いに垂直なふ

たつの直線で表現されるという興味深い結果をえ

た｡

4)鮮新世および更新世初期のヒト科化石,特

に歯牙の形態学的,系統学的研究

諏訪 元

オモ川流域出土の遊離歯の形態学的研究を行い,

これまで知見の少ない二～三百万年前のヒト科の

系統を考察した｡
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